
	アカマツ
	アシ
	アメリカフウ
	アラカシ
	イタドリ
	イヌマキ

	ウキヤガラ
	ウバメガシ
	ウメ
	オガタマノキ
	オキザリス
	カクレミノ

	カナメモチ
	カンサイタンポポ
	キリ
	クスノキ
	クズ
	クヌギ

	クリ
	クロガネモチ
	クロマツ
	ケヤキ
	コナラ
	サカキ

	サクラ
	ササ
	サザンカ
	シュロ
	シラカシ
	スダジイ

	スモモ
	セイタカアワダチソウ
	セイヨウタンポポ
	タイミンタチバナ
	タラヨウ
	ツクシ

	ツルニチニチソウ
	トウカエデ
	ナンキンハゼ
	ナンテン
	ノビル
	ヒメジオン

	ビワ
	ホルトノキ
	ボロギク
	マルバルコウソウ
	ミカン
	ミミズバイ

	モチノキ
	モモ
	ヤマザクラ
	ヤマモモ
	ユズリハ
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53種


	アオサギ
	アオジ
	ウグイス
	オオバン
	オオヨシキリ
	オシドリ

	カイツブリ
	カラス
	カルガモ
	カワウ
	カワセミ
	カワラヒワ

	キジ
	キジバト
	キンクロハジロ
	コガモ
	コサギ
	コチドリ

	セグロセキレイ
	シジュウカラ
	ジョウビタキ
	シロハラ
	スズメ
	ダイサギ

	ツグミ
	ツバメ
	ドバト
	トラツグミ
	ハクセキレイ
	ハシビロガモ

	バン
	ヒドリガモ
	ヒヨドリ
	ホオジロ
	ホシハジロ
	マガモ

	ミコアイサ
	ムクドリ
	メジロ
	ヤマガラ
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40種


	コイ
	ギンブナ
	ボラ
	オオクチバス
	カワムツ
	アメンボ

	ミシシッピアカミミガメ
	アカミミガメ
	カワニナ
	クロベンケイガニ
	ハマガニ
	

	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）上松町ため池群は含まず


身近な自然調査に参加して　　感想文
相良　長昭
「自然環境部会」の月例会は、「身近な自然観察」のタイトルで二年に亘り里山・川・池・神社・公園・海辺とそれぞれの地域での観察を楽しめました。国土378千平方キロの内、僅か72平方キロの岸和田ですが山と海に恵まれている立地条件があって、自然環境のいろんな彩が眼に焼き付いている。

　其々の観察場所では、周辺で日常生活を営まれている人達から自然環境と巧く付き合っているお話を聞くと嬉しくなり、反面その周辺環境が激変して住みにくいとの意見を聞くこともあり、人間の営みと自然界との関り方が難しいなぁと実感した点は忘れられません。

　そして熱心にサポートして頂いた関係者及び片原部会長には、心から敬意を表します。この観察結果を踏まえて、一つでも条例化できればと念じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一木　重徳
「身近な自然観察」を終えて
  身近な所では田んぼや畑などが少しずつ宅地に変わりつつ有りますが、観察会に参加させていただいて、山手には植生が有り、虫がおり、野鳥や人の残飯に頼らない本来の生活をしてるネズミ、イタチ、タヌキ、野ウサギ等の小動物も生活してる自然（多少人の手も加わった）がまだ沢山有りました。
  観察終了の感想として、少品種の植物が異常に繁茂してる耕作放棄地や荒れ放題の使用してない貯水池等より、神於山保全クラブさんがお世話されてる地域や一部の公園、神社等、人の手が入ってる場所の方が気のせいか植物もゆったりと生育してるように見え、鳥の声もよく聞こえ、よりよく自然のバランスが保たれてるのでは感じられました。活躍されてる方への感謝とともに、私も引き続きできる範囲でと思ってるとこです。 

根岸　宏

　私は岸和田市へ来て、約45年になります。長らく大阪市内で仕事をしていましたので、岸和田市内は殆ど知りませんでした。自然環境部会へも途中から参加しました。

　此の度の「自然観察」もA. C. F. G. I. K. と半分しか参加できませんでしたが、多くの神社、森や池を案内していただき、参加できなかった所は、自分で見てきて知らない人に伝えたいと思いました。
安江　多恵子
　岸和田市は思っていた以上に自然環境に恵まれている町でした。山と海の天然の利はもちろんですが、そこここに歴史有り、緑の中に社寺あり大小の公園ありで、市や地域の人々の手で整備されています。田や畑（果樹園を含む）が環境保持に多いに役立っている事も実感しました。原生林や原野がなくても。昔からの人々の手によって作られた、あるいは手入れをされた地に自然を感じるという事は、木々の緑、草花、水辺、生き物などに寄り添っていたという思いがあるからでしょう。

　商工業ももちろんですが、農業漁業に従事している方々の地力も影響大です。地域ボランティアの力も多大な効果を上げています。行政には知恵と力をちょっと貸してもらう。岸和田の自然環境は市民皆で未来につなぎたいと思います。その為には自覚の輪を広げなければなりませんが、その方法手段についてはもっと勉強する必要があるようです。


見野　庸子
　身近な自然調査において、ゴミの不法投棄がされている場所には外来植物（セイヨウタンポポなど）が多く見られ、野鳥の数・種類は少ないように思われました。

　逆に、不法投棄によるゴミがほとんどない場所では日本の在来植物（カンサイタンポポなど）や数多くの野鳥が観察できました。手入れされた花木が畑の中に点々と群生している美しい里山の風情を残す事ができたのは、行政と近隣住民の奉仕活動と協力があったからではないでしょうか。

『推進員だより14号』によると、環境部の啓発活動・昼夜のパトロールの実施により不法投棄は年々減少しているそうなので少しずつでも着実に良い方向に向かえばと願います。

猪瀬　哲男
２年間に渡る「身近な自然観察」を終えて第一に感じたことは岸和田にはまだまだ立派な自然環境が沢山残っているという実感でした。わざわざ遠くへ行かなくても、人々の生活する市街地のすぐ近くに花咲き鳥歌う豊かな自然環境があることは素晴らしい事です。この宝物を守り、より良い形で次世代に引き継いでゆくことが我々の世代に課された宿題だと思いました。
その為に先ずやらなければならないことは、単純な事ですが
①公園の樹木や植物に名札を付けること。
②歴史的な場所や建造物にきちんとした説明板を設置すること。
これをするだけでも市民に対する、特に小中学生に対する啓蒙になり、我が町の自然や歴史に関心を寄せる糸口になると思います。外部からお見えになる観光客にも親切だし、何よりも岸和田の自然や歴史のＰＲになると思います。
片岡　佳也

　私は、ガールスカウトから、この身近な自然調査の途中より自然部会に参加し、多くの事を学ばせていただきました。中でも岸和田市の自然環境の成り立ちが、降雨量が少ないこの地域の水不足を解消し、必要な水を確保する為に、人の手で水路や溜池を造成してきた歴史の積み重ねの結果であり、今日の姿があることを知りました。またその水利拠点を管理し守る目的で、神社や仏閣を設置し、聖域として、地域の人々の手で大切に守られてきた場所が、今も貴重な自然の財産として、数多く残されていました。これからも、自然と人の営みとの関わりを学びながら、次世代へこの豊かな自然環境を受け継ぐべく、自分にできる事を考えていきたいと思いました。
濱崎　賢治

日ごろは、見ているはずなのに見ていない。感じるはずなのに感じない。忙しさにかまけて自然のなかを走り回り、色々なものを肌で感じるということを忘れていたように思います。

子どもの頃には、近所の溝に当たり前のようにいたドジョウやフナももういません。煩いと思っていたスズメさえも姿を消していました。

何かを通して知るのではなく、身近な自然を歩き、自然の変化を改めて気づかされたように思います。自然を直に感じることを大切にしながら、自分には何ができるのか考えたいと思います。

岩佐　隆博
　私はこの「身近な自然観察」で、社寺林や農地、ため池など、様々な形の自然を見ることができました。また、身近な自然は人との関わりが深いことが分かりました。

印象に残ったことは、豊かな自然の中に人が関わり続けなければ成立しない自然がある、ということでした。たとえば、里山の落葉広葉樹林は、人が木を切り、管理し続けなければ常緑広葉樹林になってしまいます。また、農地や水路、ため池なども管理し続けなければ、その形をとどめることができない、ということを知りました。

また、オオクチバスやミシシッピアカミミガメなどがいたるところで生き生きと生活しており、外来種が予想以上に多く生息していることに驚きました。これらの生き物は、人が人為的に持ち込んだものです。ただ、よそ者だから悪者、という考え方が一般的な中、果たしてこれらを駆除することは単純に正しいことなのか、という感想もいだきました。

この自然観察は、私たちにとって身近な自然とは何なのか、私たちに何ができるのか、ということを考えさせられるものになりました。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































確認した植物





確認した野鳥











その他確認した生物
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